
 

 

Table 1  Experimental results 

存在確率マップ 適合率 再現率 F値

比較手法 なし 0.60 0.52 0.56

提案手法 あり 0.73 0.50 0.59  
 

 

存在確率マップなし 存在確率マップあり 

Fig.1  An example of detection results 
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１．まえがき 

平成 20 年の交通事故死者数は 5,155 人と，依然としてそ

の数は多く，特に歩行者事故の死者数は全体の約 3 割と大き

い[1]．歩行者事故は，脇見運転や安全不確認などによりドラ

イバが歩行者を見落とすことが大きな原因であるため，歩行

者の存在を事前に検知し，ドライバに通知する技術が重要で

ある．ドライバは，運転に必要な外界の情報の多くを視覚か

ら得ている．このため，人の視覚系に近い車載カメラを用い

た歩行者検出に関する研究が数多く行われている．一般に車

載カメラ映像の品質は低く，検出結果に誤検出が多く含まれ

ることが問題となる．そこで本発表ではこの問題の解決を図

るべく，人物存在確率マップを用いた車載カメラ映像からの

歩行者検出手法を提案する．  

２．提案手法 

走行中の車両から歩行者検出を行う際に，歩行者の画像中

での位置，大きさの情報は大きな手掛かりとなる．そこで，

車載カメラ映像中の歩行者の位置と大きさの偏りの情報を，

人物存在確率マップ[2]として表現する．これは，位置と大き

さを持つ歩行者検出枠一つ一つに歩行者が存在する確率を持

たせ，それをマップの形で表したものであり，実際の車載カ

メラの設置状態に応じて事前に構築する．提案手法は，人物

存在確率マップを用いることによって誤検出の抑制し，歩行

者検出の精度向上を図る．具体的な手順を以下に示す． 

まず，車載カメラ映像おいて，Haar-like 特徴を用いたカ

スケード型検出器[3]により歩行者検出を行う．そして，得ら

れた検出結果に対して，人物存在確率マップによる絞り込み

を適用することにより，誤検出を抑制する．ここで今回は，

検討段階として，マップ中の確率は 0 か非 0 の 2 値とした．

具体的には，カメラの光軸は路面と平行と仮定し，画像下端

から歩行者の足元までの高さyに対する歩行者の高さhを，実

際の歩行者の身長の最大値Hmax と最小値Hmin およびカメラ

の高さTを用いて以下の式で表し，これを満たす場所での確

率を非 0，それ以外を 0 とした．カメラの高さは既知とした． 

Hmin −
Hmin
T

y ≤ h ≤ Hmax −
Hmax
T

y   (1) 

３．実験および考察 

 歩行者画像 2,000 枚，非歩行者画像 8,000 枚を用いて歩行

者検出器を構築した．この検出器を用いて，実際の走行で得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

られた車載カメラ映像から 150 フレームを取り出し，歩行者

検出実験を行った．画像サイズは 640×480 ピクセルである． 

実験の結果は表 1 のとおりである．正解歩行者領域は人手

により与えた．人物存在確率マップの導入により，検出枠を

効果的に抑制できた．図 1 はその一例であり，左の図は正解

3 つ，誤検出 7 つであるのに対し，右の図では誤検出が 1 つ

である．図 1 から分かるように，確率マップの適用により，

路面に直立した人としてはあり得ない検出枠を効果的に除外

することができた． 

４．おわりに 

 本発表では，人物存在確率マップを用いた車載カメラ映像

からの歩行者検出手法を提案した．実験の結果から，提案手

法の有効性を確認した．今後の課題として，人物存在確率マ

ップの改良，時系列情報の利用などが考えられる． 
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